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【はじめに】
　社会人野球選手に対してシーズンオフ（以下オフ）

及びシーズン中（以下オン）にメディカルチェックを

行った . 肩関節理学所見の変化について検討した .

【対象と方法】
　2013 年度のオフ,その後 2014 年度のオンにメディ

カルチェックを行った社会人野球選手 26名のうち , オ

フからオンにかけて新たに肩肘痛が発生した１名を

除く 25 名を対象とした . 選手全員に問診 , 原テスト

11 項目 , 四肢可動域測定を施行した .その結果を

元に , オフからオンにかけて肩肘痛を認めなかった群

（無し群）, 改善した群（改善群）, 持続した群（持続群）

に分類し , 肩関節可動域（下垂位（以下 1st）・90°

外転位（以下 2nd）・90° 屈曲位（以下 3rd）での内・

外旋角度（以下 IR・ER）,2nd total arc）の変化に

ついて検討した . 統計学的分析は , 対応のある t 検

定を用いた .

【結果】
　選手全体の平均年齢は 22.6 歳で, 投手 10 名 ,

捕手 1 名 , 内野手 8 名 , 外野手 6 名であった . 全体

において,1st ER, 2nd ER, 2nd total arc, 3rd IR

において有意な可動域増加を認めた（p<0.05）. 各群

の内訳は , 無し群が 15 名 , 改善群が 6 名 , 持続群

が 4 名であった . 2nd ER, 2nd total arc において,

無し群・改善群では有意に増加を認めたが（p<0.05）,

持続群では有意差を認めなかった . その他可動域

については全群において有意差を認めなかった .

【考察】
　メディカルチェックはオフに行われることが多く, オ

ンとオフの比較についての報告は少ない .今回の研究

では選手全体として, オフと比較しオンではほぼ全可

動域において拡大を認めた（2nd IR は有意差なし）. 

しかし肩肘痛が持続していた群では , 2nd 肢位での

可動域の変化がなかった .この結果より, オンにおけ

る 2nd 肢位での可動域改善が肩肘痛の改善につな

がる可能性が示唆された . オンにおいてもストレッチ

やコンディショニングの指導を継続的に行い ,可動域

改善を図っていくことが重要と考察した .

　

Key words： メディカルチェック（Medical check-ups）,  野球（baseball）,  肩関節（shoulder joint）

東海スポーツ傷害研究会会誌：Vol.33（Dec.2015）




